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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境は改善が続きましたが、消費者マインド

や企業収益には足踏みもみられ、また、英国のＥＵ離脱問題などを背景に景気の先行きに対する懸念が高まる

など、総じて停滞感のある状況で推移いたしました。 

一方、オフィスビル業界におきましては、東京・大阪各ビジネス地区の空室率は改善傾向で推移し、東京で

は若干の賃料水準の上昇がみられるなど、オフィス需要は比較的堅調な状況が続きました。 

このような状況の下、当社グループは積極的な営業活動を展開する一方、競合ビルとの差別化をはかり、ビ

ル管理品質向上活動を推進するなど「ダイビルならでは」のテナントサービスに努めました結果、全体として

高水準の入居状況を確保することができました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ①土地建物賃貸事業 

  「新ダイビル」の収益寄与等により、売上高は７，３８３百万円と４８８百万円（前年同期比７．１％）の

増収となりました。費用面では、「新ダイビル」の固定資産税負担が新たに発生等いたしましたが、営業利益は

２，８４３百万円と４６１百万円（前年同期比１９．４％）の増益となりました。 

 ②ビル管理事業 

  新規受託契約の受注等により、売上高は２，１２３百万円と１１２百万円（前年同期比５．６％）の増収と

なりましたが、営業利益は１５０百万円と２９百万円（前年同期比１６．５％）の減益となりました。 

 ③その他 

工事請負高が増加したこと等により、売上高は１２２百万円と１４百万円（前年同期比１３．９％）の増収

となりましたが、営業利益は５６百万円と２百万円（前年同期比４．９％）の減益となりました。 

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は９，６３０百万円と６１５百万円

（前年同期比６．８％）の増収、営業利益は２，６６０百万円と３４７百万円（前年同期比１５．０％）の増

益となりました。 

営業外損益では、金融収支は改善した一方、為替差損が増加いたしましたが、経常利益は２，３６２百万円

と１９９百万円（前年同期比９．２％）の増益となりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益は１，５９５百万円と１８４百

万円（前年同期比１３．１％）の増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて３，６１６万円減少し、

３４８，１９４百万円となりました。主な要因は、減価償却等による建物及び構築物の減少（１，５９９百万

円）、その他の無形固定資産の減少（１，０７９百万円）および株式市場の下落に伴う投資有価証券の減少

（１，０８４百万円）であります。 

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて２，６５２百万円減少し、

２０４，８７１百万円となりました。主な要因は、有利子負債の減少（１，０４７百万円）、その他の流動負債

の減少（７５０百万円）および固定負債の繰延税金負債の減少（４９２百万円）であります。 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて９６３百万円減少し、

１４３，３２２百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の増加（７７９百万円）、株式市場の下落に伴

うその他有価証券評価差額金の減少（７５３百万円）、為替換算調整勘定の減少（９９３百万円）であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成２８年４月２８日公表の数値を修正しておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関

する実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平

成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更してお

ります。 

この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３）  

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 6,895 2,011 8,907 107 9,014 － 9,014

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 25 531 557 - 557 △557 －

計 6,921 2,542 9,464 107 9,571 △557 9,014

セグメント利益 2,382 180 2,563 59 2,622 △310 2,312

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△310 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△311 百万円等であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であ
ります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３）  

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 7,383 2,123 9,507 122 9,630 － 9,630

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 26 555 582 - 582 △582 －

計 7,410 2,679 10,089 122 10,212 △582 9,630

セグメント利益 2,843 150 2,994 56 3,050 △390 2,660

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△390 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△392 百万円等であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であ
ります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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